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クラッシーのバックナンバーがインターネットでご覧に

なれます。「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索
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■
黒
木
町
く
す
の
実
俳
句
会

初
霜
や
ぐ
き
り
と
鳴
ら
す
首
の
骨　
　
　

吉
泉
守
峰

機
関
車
を
仰
ぐ
幼
の
冬
帽
子　
　
　
　
　

青
木
早
弓

た
っ
ぷ
り
と
働
き
し
日
や
柚
子
湯
張
る　

寺
田
睦
子

冷
え
冷
え
の
奈
落
の
担
ひ
手
こ
そ
主
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
崎
万
智
子

お
十
夜
の
読
経
聞
こ
ゆ
る
厨
か
な　
　

松
尾
ア
サ
子

名
月
や
切
り
絵
の
ご
と
く
街
を
行
く　

松
尾
満
留
美

冬
ざ
れ
に
千
両
の
赤
点
在
す　
　
　
　
　

東
野
蓉
子

■
上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

春
雨
と
し
て
相
合
の
時
雨
傘　
　
　
　
　

吉
泉
守
峰

初
時
雨
茶
碗
蒸
し
な
ど
い
た
だ
き
て　

荒
川
ミ
ヤ
子

葉
を
散
ら
し
骨
組
み
の
み
の
大
銀
杏　
　

大
坪
清
香

橋
め
ぐ
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
冬
う
ら
ら　

大
坪
延
子

鰤
大
根
苦
手
の
大
根
小
ぶ
り
に
す　
　
　

城
後
正
子

初
霜
や
皇
帝
ダ
リ
ア
の
花
散
ら
す　
　
　

中
村
境
子

茶
の
花
に
今
日
も
小
雨
の
ひ
と
し
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
ノ
下
和
代

■
立
花
町
立
花
俳
句
会

栗
落
ち
て
次
の
栗
落
つ
栗
林　
　
　
　
　

吉
泉
守
峰

古
時
計
進
み
が
ち
な
る
年
の
暮　
　
　

西
島
志
乃
芙

冬
日
射
し
浴
び
て
一
人
居
大
豆
打
つ　

西
尾
カ
ヲ
ル

金
剛
石
へ
己
を
磨
く
年
の
暮　
　
　
　

末
継
ミ
ヨ
子

蜘
蛛
の
糸
落
葉
か
ら
ま
せ
風
に
舞
ふ　
　

平
田
清
香

一
面
の
靄
に
包
ま
れ
山
眠
る　
　
　
　

中
村
テ
ル
ヨ

苔
寺
や
し
ぐ
れ
て
燃
ゆ
る
敷
紅
葉　
　
　

武
田
行
夫

月
明
に
干
し
柿
光
る
軒
の
下　
　
　
　
　

原　

宣
子

■
八
女
紫
苑
句
会

人
並
に
ケ
ー
キ
八
十
路
の
ク
リ
ス
マ
ス　

松
﨑
伸
子

冬
空
に
古
巣
を
捧
ぐ
宮
大
樹　
　
　
　
　

牛
島
景
子

入
浴
剤
日
替
は
り
に
し
て
三
ヶ
日　
　

堤　

多
鶴
子

踊
り
子
の
や
う
に
枯
葉
や
風
の
中　
　

中
川
原
篤
子

岩
相
の
九
十
九
態
や
冬
の
滝　
　
　
　

松
延
み
さ
と

■
睦
会

煌
め
き
の
神
っ
て
る
か
に
冬
銀
河　
　
　

松
尾
貞
義

冬
う
ら
ら
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
飛
行
船　
　

大
坪
栄
子

シ
ョ
パ
ン
聴
く
心
小
春
の
昼
下
が
り　
　

城
戸
和
子

地
す
べ
り
の
傷
口
抱
き
山
眠
る　
　
　
　

伊
藤
幸
子

朝
霜
に
化
粧
さ
れ
た
る
芥
か
な　
　
　

穴
見
ミ
キ
ヱ

移
り
行
く
色
の
深
さ
よ
紅
葉
狩
り　
　

大
田
眞
紗
子

ク
リ
ス
マ
ス
異
教
の
民
も
ケ
ー
キ
食
む　

松
尾
美
喜

3
7 日
先勝

なんでも人権相談所
（八女市社会福祉会館）

（地域福祉センター）

10
14 日
友引

なんでも人権相談所
（地域交流センター）

17
三りんぼう

先負

定例法律相談会（要予約）
10：00〜12：00

（八女商工会議所）☎22-5161

24
28 日
仏滅

4
立春
友引

11
15 日
先負

道の駅たちばな誕生祭
〜 12 日

18
雨水
仏滅

人生史サークル黄櫨の会
（福祉会館）

夢たちばな八女観梅会 〜 26 日

道の駅たちばな観梅会
応援フェアー 〜 26 日

立花町農業まつり
〜 19 日（八女市立花体育館）

25
29 日
大安

長崎県新上五島町物産展
〜 26 日（道の駅たちばな）

2
6 日
赤口

9
13 日
先勝

16
20 日
友引

無料弁護士法律相談
13：30〜（八女民主商工会）
要予約☎24-2727

なんでも人権相談所
（広川町はなやぎの里）

23
27 日
先負

1
1 月 5 日

大安

なんでも人権相談所
（八女市役所星野支店）

8
12 日
赤口

なんでも人権相談所
（筑後市中央公民館）
（立花市民センター）

15
19 日
先勝

22
26 日
友引

7
11 日
大安

なんでも人権相談所
（矢部公民館）

14
18 日
赤口

21
25 日
先勝

28
3 日
仏滅

6
10 日
仏滅

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

13
17 日
大安

20
24 日
赤口

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

27
2 日
先負

5
三りんぼう

先負

春風亭小朝独演会
（2：00〜・サザンクス筑後）

南筑後ブロック子ども会
カルタ大会（8：30〜・サンコア）

12
16 日
仏滅

八女筑後看護専門学校
准看護科 社会人特別選抜・
一般（後期）入学試験
ひとみ座大江戸人形喜劇

「弥次さん喜多さんトンちんカン珍道中』
（14：00〜・おりなす八女）
八女軽トラ市9：00〜12：00

（八女観光物産館駐車場）
雛の里  八女ぼんぼりまつり
オープニングセレモニー、パレード

（八女文化会館）

19
23 日
大安

26
2 月 1 日

友引

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
（温泉館きらら）（べんがら村）
八女軽トラ市9：00〜12：00

（八女観光物産館駐車場）

3

建国記念の日

2017  FEB.  vol.231

2 FEB

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

心配ごと相談（八女市）
八女市社会福祉会館　２月１日・15日
黒 木 町 ふ じ の 里　２月１日・15日
上陽町地域福祉センター　２月８日・22日
立 花 町 か が や き　２月８日・22日

法律相談（要予約）
八女市社会福祉会館　２月10日
黒 木 町 ふ じ の 里　２月17日
上陽町地域福祉センター　２月24日

司法書士相談
黒 木 町 ふ じ の 里　２月10日
八女市社会福祉会館　２月17日

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日

上陽ふるさと市　　　毎週土曜日

■筑後市立図書館
●くすのきしげのり講演会
　〜一人一がみんなたいせつ〜
　２月18日（土）14：00〜・サンコア3F

●くらしお役立ち講座①
　野菜づくりのコツと裏ワザ
　３月１日（水）14：00〜・サンコア2F

■八女市立図書館
●２月のよみきかせ
　本　　館　毎週土曜　14：00〜
　黒木分館　第１土曜　10：30〜
　幼児〜小学生の皆さん対象です♪
●あかちゃんよみきかせ
　本　　館　第１日曜　11：00〜
　　　　　　第３土曜　11：00〜
　黒木分館　第４土曜　10：30〜
　0〜2歳くらいの赤ちゃん対象です♪
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

呟き

声
の
記
憶

　
　
　
「
よ
か
っ
た
、
明
る
い
声

で
安
心
し
ま
し
た
」
―
病
後
の
私

を
気
遣
う
よ
く
透
る
バ
リ
ト
ン
。

声
の
主
は
敬
愛
す
る
Ａ
先
生
。
電

話
で
の
束
の
間
の
安
穏
、
先
生
が

私
の
現
状
を
声
で
判
断
さ
れ
た
よ

う
に
、
私
に
向
け
ら
れ
た
懐
か
し

い
声
の
響
き
が
、
私
に
三
年
前
の

健
康
な
体
と
心
を
思
い
出
さ
せ

た
。
記
憶
の
中
の
先
生
の
自
由
闊

達
な
講
義
と
情
熱
の
塊

か
た
ま
り

の
よ
う
な

お
人
柄
。
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
泣
い

て
し
ま
っ
た
そ
の
声
の
記
憶
は
、

そ
の
人
の
記
憶
そ
の
も
の
だ
。

　

亡
き
人
の
声
を
何
故
人
は
確
か

に
覚
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
よ

う
こ
！
」
そ
う
短
く
呼
ば
れ
て
私

は
ハ
ッ
と
夢
か
ら
醒
め
た
。
顔
は

ぼ
や
け
て
い
る
も
の
の
野
太
い
声

は
亡
き
父
の
も
の
。
二
十
年
以
上

も
前
に
亡
く
な
っ
た
父
の
声
を
、

そ
の
顔
以
上
に
は
っ
き
り
と
覚
え

て
い
る
不
思
議
。
街
角
で
ふ
と
背

後
か
ら
呼
ば
れ
た
と
し
て
も
、
私

は
き
っ
と
振
り
向
く
だ
ろ
う
。
声

の
記
憶
は
慈
し
み
に
溢
れ
て
い

る
。

　

人
の
声
は
唯
一
無
二
の
人
の
指

紋
の
よ
う
に
、
一
人
び
と
り
を
識

別
す
る
し
る
し
な
の
だ
ろ
う
。
人

に
好
き
嫌
い
が
あ
る
よ
う
に
、
そ

の
人
の
持
つ
声
に
も
好
き
嫌
い
が

私
に
は
あ
る
。
周
波
数
の
合
わ
ぬ

ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
る
感
覚
の
あ

る
人
は
、
や
は
り
私
の
苦
手
な
人

で
あ
る
。
声
は
そ
の
人
そ
の
も
の

な
の
だ
。

　

昨
年
逝
っ
た
永
六
輔
、
大
橋
巨

泉
の
独
特
の
声
を
人
は
永
く
忘
れ

な
い
。
井
上
陽
水
、
小
田
和
正
の

魅
惑
的
な
声
を
人
は
永
く
愛
す
る

筈
だ
。
個
性
的
な
声
の
持
ち
主
た

ち
、
声
の
記
憶
は
驚
く
ほ
ど
鮮
明

だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓉
子

　長峰少年剣道クラブは創部 35 周年を迎え、鹿野日出生先生他 4 名の先生
方の指導のもと、24 名の部員が日々の稽古に励んでいます。例年、小学生
は級位審査会、中学生は昇段審査会に臨み、毎年、少年玉竜旗をはじめ約
15 の剣道大会に出場し、日頃の練習の成果を発揮しています。また、懇親会、
レクレーション、鏡開きなどを行い、部員同士、保護者同士の親睦を図って
います。
　当クラブでは、現在、部員を募集しています。礼儀作法、竹刀の握り方、
足さばきなど一人一人基本から指導を受けることができます。一緒に剣道の
練習を始めませんか。練習場所は、長峰小学校体育館。 練習日は、毎週火・
木・土曜日の午後 6 時から 7 時 30 分までです。興味のある方は、是非、体
育館へ見学に来て下さい。　お問い合わせ ☎ 090-2964-6609（西）

　

昨
年
２
月
、
サ
ン
コ
ア
の
て
く
て
く

絵
手
紙
教
室
に
入
会
し
、
先
生
の
優
し

い
ご
指
導
の
も
と
、
下
手
な
絵
で
も
、

仕
上
げ
に
先
生
の
マ
ジ
ッ
ク
色
付
に
て

絵
が
生
き
生
き
と
し
て
く
る
の
に
感
心

し
て
い
ま
す
。

　

絵
手
紙
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

●  

下
手
な
絵
で
も

　

友
人
と
の
交
流

　

が
出
来
ま
す
。

●  

教
室
で
の
友
達

　

作
り
が
出
来
る

　

こ
と
。

●  

自
然
観
察
が
出

　

来
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
横

溝
様
は
じ
め
仲
間

の
方
々
と
、
和
気

藹
々
と
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

筑後市久富

井上　佐和子

●心臓を長持ちさせるには
　どんなに精巧な時計でさえ、長年にわ
たって使い続けていると多少は狂ってくる
ものですが、人間の心臓も同様で、60 〜
70 年も使い続けていれば弱ってくるのは
仕方がないことです。要は、この健気な心
臓を、いつまでも長く健康に持ちこたえさ
せるにはどうすればよいか、ということを
考えなくてはなりません。
　この点で一番問題になってくるのが末梢
の血管の状態です。心臓がせっかく新鮮な血液を送り出したとして
も、その受け入れ先である血管にゴミが溜まっていたり、錆びつい
ていては血液は順調に流れてはくれません。これは通りの悪い下水
道へ水を流すことと同じで、心臓にとっては大変な負担となります。
血管壁にベタベタと付着するコレステロールやカルシウムは、まさ
しくこのゴミや錆びであり、これが動脈硬化と呼ばれるものです。
　これを予防するには、まず第一に、血管にゴミや錆びが溜まらな
いうちに過度な脂肪を避け、適当な運動を心掛けることです。 手
足を動かすことで末梢に血液が必要になり、血液の流れも良好に保
たれるからです。
　反対に、家にこもってばかりで怠け続けていると、血液の流れは
悪くなりゴミや錆びが増えてきます。喫煙、ストレス、香辛料のよ
うに血管を刺激して攣縮を強めるようなものは、詰りかけた通路を
さらに狭めるので感心しません。
　勿論、肥り過ぎは禁物です。心臓は大きくないのに血液を送る範
囲が増えるわけですから、心臓の負担は当然大きくなります。この
ことは大きなお相撲さんと小さな行司さん、この二人を見比べてみ
たら、どちらの心臓が無理をしているかはすぐにわかるはずです。
　いずれにしても、この健気な心臓を長持ちさせるためには末梢の
血管の状態を良好に保つことが必要で、それには良い生活習慣を保
つこと、というどの病気にも共通した当たり前の結論に落ち着くよ
うです。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

筑後警察署から、ニセ電話詐欺の
被害防止に関するお知らせです。

　ニセ電話詐欺の手口は、大きく
①オレオレ詐欺、②架空請求詐
欺、③還付金詐欺、④融資保証金
詐欺の４種類に分けられます。
　この中でも、最近特に発生して
いるのは架空請求詐欺と還付金
詐欺です。
　これらの手口に共通している
のは、①電話で他人からお金の支
払いを要求され、又はお金を受け

取ることができると言われる、②周りの人に言わないように口止めをされ、
又は周りの人から声をかけられたときの対応マニュアルを教えられる、③相
手の話術に引っかかってしまい、自分が騙されていると気づかない、等です。
　電話でお金の要求や、お金を受け取ることができるという話は、全て詐欺
と思ってください。
　相手に支払ったお金は、戻ってきません。
　口止めをされても、警察や周りの人に必ず相談し、被害に絶対にあわない
ように気をつけましょう。

こんにちは。
筑後警察署です。

㉜

　鹿児島の蔵元 84 社約 660 銘柄が一堂に集
結。アンケートに答えて抽選で各種焼酎が当
たるスペシャル企画、焼酎を美味しく飲むた
めのトークショーや女性に好評の焼酎カクテ
ルの開店など楽しいイベントも盛り沢山。鹿
児島産本格焼酎をお楽しみ下さい。
日時　2 月 23 日（木）13 時〜 20 時
会場　ソラリア西鉄ホテル 8F
主催　南九州酒販株式会社
　　　http://www.nankyu.jp/
■読者プレゼント
ペア 2 組（4 名）の方へ。希望の方は住所、
氏名及びイベント名明記の上 ( 株 ) 東兄弟へ
ハガキで応募下さい。2 月 10 日締め切り、
希望者多数の時は抽選によります。チケット
発送をもって発表とします。

剣道クラブ長峰少年

●　
　

 

●　
　

●
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西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙

広川町吉常

井上　素子

　

若
い
頃
か
ら
自
然
の
風
景
が
好
き
で
し

た
。
こ
ん
な
風
景
を
描
く
に
は
、
水
墨
画
に

限
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
広
川
町
水
墨
画

教
室
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
初
め
て

会
う
先
輩
方
の
中
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
ま
し
た

が
、
先
生
を
始
め
趣
味
の
合
っ
た
者
同
士
で

温
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
、
色
々
と
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
作
品
を
見
る
と

大
変
上
手
で
、「
と
て
も
私
に
は
」
と
思
い

な
が
ら
も
真
似
を
し
つ
つ
仕
上
が
っ
た
作

品
を
眺
め
る
と
、「
水
墨
画
っ
て
い
い
な
あ
」

と
喜
び
と
感
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
な
人
生
を
過
す
た
め
に
も
楽
し
み
な
が

ら
、
描
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

薄
紅
色
に
馥
郁
と
咲
き
、
春
を
告

げ
る
可
憐
な
梅
の
花

　

仄
か
に
甘
く
爽
や
か
な
香
り
が
春

風
に
運
ば
れ
て
来
る
。
そ
の
芳
し
い

香
り
に
誘
わ
れ
て
散
歩
す
る
の
は
、

心
ふ
く
ら
む
幸
せ
な
ひ
と
と
き
で
あ

る
。

八
女
川
柳
会　

安
達
　
昇

今
月
の
川
柳

枯か
れ

　
野の

今
月
の
色

視覚デザイン研究所
「和の色のものがたり」より

冬
の
山
野
は
枯
草
だ
け
の
荒
涼
と
し
た
風
情
で
す
が
、
日
本

人
は
昔
か
ら
こ
の
様
子
を
愛
し
、
色
名
に
し
ま
し
た
。

「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
駆
け
回
る
」
芭
蕉
の
辞
世
の
句
。

　

伸
び
放
題
だ
っ
た
枝
を
年
末
に
思
い
切
っ
て
切
り

落
と
し
た
の
で
庭
が
明
る
く
な
っ
た
。
冬
日
に
照
ら

さ
れ
て
葉
を
落
と
し
た
梢
が
地
面
に
幾
何
学
的
な
影

を
写
し
て
気
持
ち
が
い
い
。
よ
く
見
る
と
ど
の
木
も

枝
先
に
小
さ
な
春
の
命
を
つ
け
て
い
る
。
地
面
で
は

ボ
タ
ン
の
花
芽
が
ふ
く
ら
み
、
日
当
た
り
の
よ
い
所

で
は
春
の
目
ざ
め
蕗
の
と
う
が
土
を
持
ち
上
げ
て
い

る
。「
年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
」
季
節
の
移
ろ
い
は
正

確
で
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
じ
っ
と
春
を
待
つ
姿
が
い

じ
ら
し
く
、
よ
く
頑
張
っ
た
ね
と
褒
め
て
や
り
た
い
。

　

地
の
底
に
在
る
も
ろ
も
ろ
や
春
を
待
つ
（
た
か
し
）

寒
々
と
し
た
地
表
が
春
の
陽
に
温
め
ら
れ
て
明
る
い

緑
に
変
わ
る
日
も
近
い

新しい生命が芽吹く日も近い

矢部川源流・杣の里の四季　�
フキノトウ（蕗の薹）[キク科]

　蕗の薹は蕗（フキ）の
花のこと。雄株と雌株が
あり、写真は雄株で、長
く突き出た部分が花粉の
入った袋・雄蕊（ゆうず
い）である。雌株のめし
べは毛状で細い。
　食用としては、まだ小
さい蕾の状態で採取し、
天ぷらや煮物・味噌汁・
ふきのとう味噌に調理し
て食べる。

黒木町　松尾　重根

野鳥ウォッチング
�

カワラヒワ

草花の寄せ植え体験講座　八女農業高等学校

　みらい館のイベントとして、昨年１２月９日にシステム園芸科
草花専攻の２年生による草花の寄せ植え体験講座を行いました。
公募により選ばれた１１名が参加されました。お正月から春に楽
しめる寄せ植えとして、メインに紅白のハボタン（葉牡丹）を、
その他にはパンジー、アリッサム、デージー、クリサンセマム、
ダスティミラー、ナデシコ等の花苗を自由に選んで使用してもら
いました。参加者が、それぞれ違った色や種類の花苗を選ばれて
いたので、たくさんのオリジナルの寄せ植えが完成しました。
　体験講座の説明は、プロジェクトでみらい館の事を学んでいる
生徒４名が行い、和気あいあいと、楽しく寄せ植えづくりに取り
組んでいました。担当した生徒たちは、日頃の実習の成果を発揮
するとともに、教えることの難しさも学んだようでした。また、“ こ
れからも地域の皆様にみらい館を愛して頂けるよう頑張っていき
たい ” と改めて感じたようでし
た。参加者からは、「来年も寄せ
植え体験講座をしてほしい！」

「とても楽しかったです！」とい
う声を多数いただき、終了しま
した。

２月の校内販売所
（みらい館）の開館日
３日（金）、７日（火）、10日（金）、
14日（火）、17日（金）、21日（火）、24日（金）
販売時間は、10 時 30 分〜 12 時 30 分です。
多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。

　カワラヒワは、スズメ
ほどの大きさで羽の部分
が黄色く、飛んでいると
黄色が目立ち、集団で行
動します。

矢部村　栗原　浩暢

制作風景

（株）東兄弟　八女市祈祷院５６３　Tel 24－2111 

黄櫨新春特別号  平成29年版

発刊
しました年賀本

B6 判 80 頁ソフト表紙
1 冊 540 円  送料 110 円 ( 税込み )
年賀本 ① ② ③ もあります

　「人生は旅」この世に生を受け
るや引き返すことの出来ない片道
切符の旅の始まりです。以来私た
ちは一度限りの人生をいかに悔い
なく完全燃焼するか、永遠の課題
を背負います。その解の一つが幾
つになっても夢と希望とチャレンジ
精神を持ち続けることではないで
しょうか。安部龍太郎先生は本誌
「まえがき」で…志を立てて愛す
るふるさとを出たからには裸一貫
行けるところまで行ってやろう…
「人間致る所青山有り」とエール

を送られています。生きることに勇気をもらい、人生いいものだ、
長生きを楽しみたくなる、新春にふさわしい心をほんわりと満たし
てくれるような 31 名の新年の思いをご一読下さい。

④

お 申し 込 み
お問い合わせ

じん かん
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

■
ひ
ろ
か
わ
俳
句
会

累
々
と
枯
れ
葦
続
く
河
川
敷　
　
　
　
　

野
中
勝
美

売
り
出
し
の
旗
な
ぎ
倒
す
師
走
風　
　
　

田
川
義
己

大
根
の
ス
ポ
ッ
と
抜
け
る
日
和
か
な　
　

山
崎
陽
子

母
の
笑
み
菩
薩
顔
な
り
師
走
入
り　
　

青
木
佳
代
子

毀
た
れ
し
国
境
石
や
冬
ざ
る
る　
　
　
　

柴
田
眞
理

一
筆
の
金
の
太
文
字
年
暮
る
る　
　
　
　

水
本
艶
子

野
佛
け
の
小
さ
き
餅
に
師
走
風　
　
　
　

山
下
次
男

通
学
の
児
ら
に
し
と
し
と
寒
の
雨　
　
　

酒
井　

司

磯
鳴
り
の
烈
し
き
島
の
師
走
か
な　
　
　

美
座
時
朗

極
月
の
ど
こ
か
ら
し
よ
う
家
掃
除　
　

一
瀬
砂
智
子

行
く
末
を
我
が
身
励
ま
し
日
記
買
ふ　
　

松
延
朝
美

氏
神
に
師
走
の
襟
を
正
し
け
り　
　
　
　

中
村
良
郎

■
筑
後
俳
句
会

リ
ハ
ビ
リ
に
届
く
信
濃
の
蜜
り
ん
ご　
　

城
戸
真
子

浜
菊
の
覆
ふ
名
も
な
き
流
人
墓
地　
　
　

孤
原
寿
子

年
惜
し
む
お
ば
あ
爪
弾
く
三
線
に　
　
　

柴
田
純
子

老
二
人
声
か
け
合
ひ
て
冬
支
度　
　
　

下
川
チ
ト
ヱ

枯
れ
葦
の
彼
方
漁
船
の
帰
り
来
る　
　
　

平　

昌
恵

冬
日
差
し
茶
筅
に
残
る
薄
み
ど
り　
　

辻　

八
重
子

引
き
潮
の
ご
と
く
鴉
失
す
日
の
短
か　
　

永
田
富
子

身
の
丈
に
合
は
ぬ
形
見
や
冬
薔
薇　
　

白
谷
き
よ
み

■
八
女
堺
屋
短
歌
会

久
し
ぶ
り
故
郷
訪
へ
ば
な
つ
か
し
き
人
に
会
ひ
た
り

よ
き
歌
に
合
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
保
子

濃
き
淡
き
紅
葉
は
こ
こ
が
一
番
と
竈
門
神
社
に
今
年

も
ま
う
づ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場
美
智
子

悴
み
て
白
じ
ろ
広
ぐ
る
切
干
し
の
や
が
て
は
茶
請
け

と
な
り
て
和
む
や　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
野
比
文

し
と
ど
降
る
夜
さ
り
の
雨
を
友
と
し
て
ユ
ー
モ
ア
溢

る
師
の
き
み
の
歌　
　
　
　
　
　
　
　

松
延
久
美
子

見
上
ぐ
れ
ば
ど
こ
ま
で
続
く
石
段
の
舞
い
し
く
紅
葉

に
む
か
ご
こ
ろ
こ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
照
朗

対
岸
の
丘
よ
り
眺
る
わ
が
村
は
夕
焼
け
に
映
ゆ
旅
ゆ

く
ご
と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐
田
絹
代

■
立
花
短
歌
会

薪
の
火
を
吹
き
ふ
き
炊
い
た
お
に
ぎ
り
に
幼
稚
園
児

の
歓
声
あ
が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
愛
子

人
様
に
恵
ま
れ
暮
す
幸
福
に
満
た
さ
れ
今
日
の
ひ
と

日
始
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
ミ
サ
キ

空
蝉
を
こ
こ
に
残
し
て
ひ
と
夏
の
十
日
ば
か
り
を
生

き
て
果
て
に
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
木
敦
子

国
道
を
爆
音
あ
げ
て
走
り
行
く
バ
イ
ク
の
若
者
の
生

を
危
ぶ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
中
裕
政

終
息
の
見
え
ぬ
福
島
原
発
は
負
の
遺
産
と
し
て
未
来

に
残
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
た
つ
じ

風
呂
吹
き
の
大
根
旨
き
頃
な
れ
ど
己
が
腕
に
は
レ
シ

ピ
乏
し
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

精

福
博
の
師
走
の
街
を
駆
け
抜
け
る
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン

ナ
ー
の
吐
く
白
い
息　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
睦
美

新
し
い
年
は
も
う
す
ぐ
心
身
を
清
め
ん
と
し
て
体
拭

く
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

隆
治
郎

列
島
に
地
震
が
走
る
そ
の
た
び
に
原
発
無
事
か
と
頭

を
よ
ぎ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
泰
州

第 19 回八女茶で健康
「三徳の家庭菜園」  ㊱

【カリフラワー】～～和洋中のいずれの料理にも合う戦後生まれの野菜～～
　カリフラワーは、アブラナ科のケールやキャベツの仲間で、茎頂
の肥大した白色花蕾を利用する地中海原産の野菜です。日本で栽培
が一般化したのは第二次世界大戦後からで、美しい白色の花蕾には、
各種ビタミンとミネラル類や植物繊維を多く含み、甘味もあります。
ややアクがあるため茹でると、コリコリと独特の食感が出て和洋中
のいずれの料理にも向きます。
　冷涼な気候を好み、ある程度の大きさの苗に成ってから低温によ
り花芽分化を起こすため、春まきと夏まきがある中で、７月中下旬
〜８月中旬に種子をまいて１１月中旬から収穫する夏まきが一般的
です。花蕾が緑色のブロッコリーとは極めて近縁のため、種まきか
ら育苗、栽培法などもほぼ同じですが、ブロッコリーよりも植え付
けから収穫に至るまでの日数が７０〜９０日とやや長くなります。
なお、収穫が早い早生種の株間は４０㎝程で良いが、中晩生種は
４５㎝以上の株間が必要です。大きな花蕾を収穫するには、定植後
に土寄せと追肥を２回ほど行って大株に仕上げて下さい。
　カリフラワーは白色の花蕾
ですが、最近では、花蕾がオ
レンジ色や紫色をした有色品
種が育成されており、栽培や
料理に色彩を楽しむこともで
きます。
　花蕾が直径６〜７㎝になっ
た頃、外葉で花蕾を包んで紐
で結び、花蕾が直射日光で黄
ばんだり、降霜で傷んだりす
るのを防ぎます。その後、花
蕾の直径が１５㎝程度に肥大
し、固く締まって来た頃に収
穫します。

福岡県農業大学校
　　嘱託　林　三徳

●収穫が近づいたカリフラワー花蕾
（花蕾の直径が６〜７ｍに肥大した頃、

外葉を束ねて紐で結び、純白の花蕾品
質を収穫まで保ちます）。

ベターホームの楽しい cooking

とり肉のケチャップマリネ

●カタログのご請求、お問合せはこちら
ベターホーム協会　〠 810-0001　福岡市中央区天神２-13-17 恒松ビル３階
☎ 092-714-2411 FAX092-711-7830　URL http://www.betterhome.jp

材料（４人分） 作　り　方

とりもも肉…… 2枚（400g）
　　塩……………小さじ1/3
　　酒……………大さじ1/2
グリーンアスパラガス
 ………………… 1束（100g）
かぼちゃ………………150g
　　砂糖……………大さじ1
　　酢………………大さじ2
　　しょうゆ………大さじ2
　　トマトケチャップ
　　…………………大さじ 4
　　水…カップ3/4（150ml）

① とり肉は身の厚いところは切り開き、Ａで下味をつける。
② アスパラガスは、かたいところは皮をむく。かぼちゃは
　 ５㎜厚さに切る。
③ Ｂを鍋に合わせて、ひと煮立ちさせる。バットや保存容
　 器に移し入れる。
④ グリルで①、②をそれぞれ焼く。肉は皮側を上にして入
　 れ、よい焼き色がつくまで、両面を６～７分ずつ焼く。
　 アスパラガスとかぼちゃは、両面を３～４分ずつ焼く。
⑤ 肉は１枚を８等分に切って、③につける。アスパラガス
　 はひと口大に切って、かぼちゃとともに③につける。
　 20 分くらいおくと、おいしく食べられる。

グリルで肉や野菜を焼くときは、先に切ってしまうと、網
から落ちて焼きにくいので、大きいまま焼くのがコツです。

忙しくても作れる！
料理教室の先生の
アイディアおかず
￥1,296（税込）

Ａ

Ｂ

▪
人
形
劇
団
ひ
と
み
座
公
演
　
世
代
を
こ
え
て
楽
し
め
る
大
江
戸
人
形

喜
劇
弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
「
ト
ン
ち
ん
カ
ン
○珍
道
中
」
公
演

日
時
　
２
月
12
日
（
日
）
開
演
14
時
　
　
会
場
　
お
り
な
す
八
女

入
場
料　

一
般
１
５
０
０
円
高
校
生
以
下
８
０
０
円
親
子
ペ
ア
購
入

２
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
気
番
組
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う

た
ん
島
」
を
演
じ
た
「
ひ
と
み
座
」
公
演
で
す
。

■ペア 5 組（10 名）の方へ招待券プレゼント
ご希望の方は氏名・住所・TEL・「人形劇」と明
記の上 ( 株 ) 東兄弟へハガキで応募下さい。
2 月 5 日締め切り。応募多数の時は抽選により
ます。招待券の発送をもって発表とします。

　私は、先日、ある煎茶道の初茶会
に出席しました。掛け軸や盛りもの、
茶器等を拝見し、茶席に入り、おい
しい大福茶を頂きました。
　この日は、初茶会に加えて原島政
司氏（55 才）の煎茶道師範披露があ
りました。矢部村から八女市の柳島
まで毎週通い続けること 6 年で師範
免状を取得されました。
　彼は、八女茶の生産者でお茶づく
りに情熱を持っており、福岡県茶品
評会で 3 度の農林水産大臣賞を受賞
しています。このとき奥様も同席さ
れており、興味深い「急須男子」の
お話を聞きました。

　「急須男子」は、ご飯の後片付けが
大方済んだ頃や、ちょっとお茶がほ
しくなった時に、自ら進んでお茶を
淹れる男子を言います。この男子は、
急須や茶碗、お茶に少しこだわりを
持っていて、何気なくいつもお茶を
淹れてくれます。

　家族は、そういう男子が好きです。
　彼は、生産の喜びはもちろん、日
本文化や心の癒しを得ながら生活で
きることに感謝しています。
　八女茶産地は高級茶産地として有
名になっておりますが、「急須男子」
の文化も日本中に是非普及定着させ
たいものです。

彼は「急須男子」

原島氏　煎茶道師範披露のお手前

福岡県茶生産組合連合会
　事務局長　仁田原寿一


